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私は、2018年二月末頃、一週間ほどフィリピンのバギオに行きました。
バギオで日本語授業のお手伝いをさせていただいた時のことについて話しま
す。
日本語授業は、僕たち学生が日本語教師のアシスタントとなり、小グルー

プでフィリピン人生徒と交流しました。例えば一文字ずつ平仮名が書かれた
カードを組み合わせ単語を作り、文字と音と意味を結びつける活動をしまし
た。「にほん」という文字と/nihon/という音、そして「Japan」という意
味です。他にも、日本のことで知りたいこと、気になることを質問してくれ
ました。日本の桜はいつの時期に見ることができるのか。日本でお勧めの場
所はどこか。多くの質問があり、日本のことをとても知りたいという気持ち
が凄く伝わりました。
この体験で私は、日本語を伝えることは学習者の言語や文化を深く知って

おく重要性に気がつき、日本語教師の難しさと楽しさを体験することができ
ました。それと同時に自分の英語力の低さを痛感した。もっと英語力を高め、
人のために小さなことでも何かできる人間になろうと強く思うようになりま
した。

SSさん





私は２０１６年８月～１２月までのおよそ５ヶ月間、フィリピンのバギオ大学へ交換留学をさせていただき
ました。現地での暮らしや学習について紹介したいと思います。
さて、フィリピンと言えば「常夏の国」というイメージがあると思いますが、今回留学をしたバギオ大学の

あるバギオ市は、フィリピンの北に位置し、首都のマニラからは車で約５時間かかります。年中涼しく過ご
しやすい気候で、避暑地としても有名です。市内には４つの大学の他にも多くの語学学校があり、市内の中
心部はいつも多くの若者で賑わっています。
バギオ大学と長崎ウエスレヤン大学は何年も前から協定を結んでいます。バギオ大学には１１の学部、2つ

の高校、そして小学校があり、1万8千人近い学生と４百人以上の教職員が在籍しています。私はその中の一
つ、英語学科に在籍していました。
バギオ大学はウエスレヤン大学と違って、月・水・金と火・木・土が同じ授業になっています（今年から土

曜の授業はなくなっているようです）。そのため、日本にいたころのように週末にまとめて復習するのでは
なく、毎日予習と復習をしなければなりません。また、一学期に３回のテストがあるため、常に勉強をして
おく必要がありました。
最初の１ヶ月間は、周囲のタガログ語混じりの英語と、慣れない英語の専門用語に苦戦し、授業の内容が半

分も理解出来ませんでした。そして特に大変だったのがフィリピン文学の授業です。毎回の授業で最低でも
１作品は学ぶため、復習は出来ても予習の時間が取れないことが多く、授業についていけない日や、小テス
トでも点数が取れない日が続き、とてもハードな科目でした。
しかし一ヶ月が経った頃、そんな私に見かねたクラスメイトの女の子が、空き時間を利用して物語を簡単な

英語で要約してくれたり、テスト対策として口頭でクイズを出してくれたりしたおかげで、なんとかやり遂
げることが出来ました。
また、タガログ語の授業では、アメリカや韓国からの留学生の他、インドネシアやソマリア、チャドやヨル

ダンなど様々な国の留学生と一緒に学びました。この授業ではタガログ語を学ぶだけではなく、自国の文化
をプレゼンしたり、各国の伝統的な料理を振る舞ったりしました。そうしたことで、普段あまり意識するこ
とのなかった日本についてはもちろん、異文化への理解を深めるきっかけになりました。
さて、フィリピンでの生活ですが、長崎ウエスレヤン大学に留学経験があるホストファザーと陽気でおしゃ

べり好きなホストマザー、私がフィリピンに行く前年に長崎ウエスレヤン大学に留学をしていたホストブラ
ザーとホストシスター、日本の文化が大好きなホストマザーの妹など、日本に理解のある大家族がフィリピ
ンでの生活をサポートしてくれました。
朝と夜は家でホストファミリーと、昼は大学内に二箇所あるフードコートや大学近くのカフェでクラスメイ

トと一緒に食事をとります。ホストマザーのおいしい手料理はもちろんですが、大学内のフードコートには
３つのコンビニと１０以上の店舗があり、それぞれ扱っている料理も様々なので、毎日飽きることなく食事
を楽しむことが出来した。私はそこで売られているパンシットと呼ばれる100円ほどで購入できるフィリピ
ン風の焼きそばがお気に入りでした。
唯一の休日である日曜日は、同じ家にホームステイしていた日本人の女の子２人とバギオ観光をしたり、

ホストファミリーやクラスメイトとランチをしたりする事が多かったです。日本では、休日には友達と遊び
に出かけることが多かったのですが、多くのフィリピンの人たちは家族で過ごすことが多いようでした。
私のホストファミリーも例外ではなく、休日はおじいちゃんとおばあちゃんの家に行き、親戚一同が集まっ

て一緒にランチをすることが多かったです。そのほか、バギオには観光名所やおいしいレストランが多くあ
るので、休みの日に遊ぶ場所には困らないのが良いところではないかと思います。
フィリピンでは学習面でも生活面でも想像以上に大変なことが多く、ここだけの話、「早く日本に帰りた

い！」とおそらく１万回以上は思いました。それでも、一緒の時期に留学した福岡女学院の８人と支えあい、
励ましあいながら、なんとか無事に留学を終えることが出来ました。
バギオ大学への留学は終わりましたが、留学したことで新たな目標も見付かり、今はその目標に向かって勉

強をしています。
留学する機会をくださった長崎ウエスレヤン大学の先生方には本当に感謝しています。
夢を叶えてウエスレヤンに恩返しが出来るよう、これからも努力を続けたいと考えています。

TSさん



Berjaya University

College of Hospitality

https://www.berjaya.edu.my/university/
https://www.berjaya.edu.my/university/






私は、８月１８日から９月１８日までの約１か月間、マレーシアに短期留学をした。
いくつかある留学プログラムの中でマレーシアに留学を決めた理由は、比較的留学費用が安く、夏休み期間
中に実施されることに加え、２週間のインターンシップを経験できることに魅力を感じたからである。
マレーシアに行く事前準備として、現地の人に自分を知ってもらうための簡単な履歴書を作成した。また、

現地の人とラインのビデオ通話を利用して、インターンシップの派遣先の打ち合わせをした。
私たちは、格安航空機の上海航空を利用した。長崎空港から上海はほんの数時間で到着するのだが、マレー

シア行きの飛行機までの待ち時間が長く、上海で５時間ほど時間を潰さなくてはならなかった。頂いたミー
ルクーポンで食事をしたりした。
ウエスレヤン大学６名のほかに、東京や京都、山口からの大学生も参加しており、総勢20名であった。マ

レーシアでの前半の2週間はベルジャヤ大学で、英語の勉強をした。テスト結果でクラスを二つに分けての少
人数制の授業で発言がしやすくとても有意義な時間を過ごせた。
ベルジャヤ大学は毎週月曜日はフォーマルな格好をするように指定しており、これに従い、私たち日本人も

毎週月曜日はリクルートスーツで授業を受けた。
授業内容としては、座学の他に、大学内の教員や生徒に英語でインタビューをしたり、 実際に外に出て、
クイズラリーのような感じで与えられた課題をこなすものもあった。
後半の2週間はインターンシップをした。私は、Pooi Leng Kindergarten（プーイレン幼稚園）でインター

ンシップをした。基本的な勤務時間は午前8時から午後3時までで、子供たちと遊んだり、先生の補助をした。
幼稚園までは、ホテルから徒歩10分で行くことができる。最初は10分前に幼稚園に着くようにしていたが、
先生から来るのが早すぎると言われたため、8時ぎりぎりに着くようにホテルを出るようにした。マレーシア
は日本のように早めに行動をするという習慣がなく、待ち合わせをする場合でも、かなり遅れていくほど時
間にルーズな国であることがわかった。プーイレン幼稚園は先生も子供も中国系のマレーシア人が多くをし
めており、子供たちは、マレー語と英語、さらに中国語の3か国語を学ぶ。私は、5・6歳児の子供のお世話を
担当した。仕事内容としては、子供たちのトイレに付き添い、おやつや昼食の準備、おもちゃで一緒に遊ぶ、
デイケアのお風呂のお世話などがあった。
マレーシアの幼稚園の先生は教育のために子供を強く叩き、大声で叱ることにとても驚いた。日本では絶対

にありえないことだ。子供たちは時々先生におびえているようだった。しかし、これはマレーシア式の教育
であって、私たちにはとても優しく、マレーシアの料理を食べさせてくれたり、とても良くしてくれた。あ
る日には、パワーポイントを使って子供たちや先生に日本を紹介し、子供たちに日本の折り紙をプレゼント
した。インターンシップ最終日には、幼稚園の先生が町を案内しながら、中国系マレーシアンの料理を紹介
してくれた。
マレーシアの料理はスパイスを多く使っており、辛い料理がほとんどだった。日本旅行者が多いということ

もあり、CoCo壱番屋や栄寿司などの本料理店もいくつかあった。
基本的には土曜日と日曜日が休みだったので、ショッピングモールを散策したり、電車を使って遠出したり
して、休日を有効活用した。マレーシアの電車は日本のような切符制ではなく、プラスチックのコイン制
だった。
観光客に人気なのが2週間程で消える「ヘナタトゥー」で、私も無料でしてもらった。ウエスレヤン大学の

留学生もヘナタトゥーをしている人を見かける。マレーシアの街は夜は危険な所も多いようだ。また、路上
で寝泊まりをしている人を多く見た。
マレーシアの大学での勉強やインターンシップは、とてもいい経験になった。

教育の仕方や文化など日本との違いをたくさん知ることができた。町の人々は友好的で、困っている私達を
助けてくれた。これは日本と共通することだと思う。私は、マレーシアで知り合った人と今も連絡を取るこ
とができている。英語圏の人と連絡を取ることで私自身の英語力を上げることができるのではないかと考え
ている。またマレーシアはとても素晴らしい国なので、今度は観光客として再び行きたい。
マレーシアの留学に終わらず、ほかの国への留学も視野に入れて、自分の経験値が上がると良いなと感じた。

HNさん





８月１８日から私はマレーシアにあるベルジャヤ大学へ行き、２週間を学校での授業、
２週間をインターンシップといった形で過ごし、計１カ月間短期留学しました。私にとっ
ては、初めての海外で英語がきちんと喋れるか、インターンシップでは英語を聞き取って
仕事を進めることができるのか、など数多くの不安がありました。
そのような不安の中でベルジャヤ大学での授業が始まりました。授業では主にアクティ

ブラーニング形式の授業で、調べたことを模造紙に書いて発表するといったことをしまし
た。アクティブラーニングでは、リトルインディアに行き英語を使って地元の人に話しか
け、インド系の文化を聞いて回りました。マレーシアには様々な人種の人がいて、地元の
人の暮らしぶりを知ることができました。そういった授業の中でマレーシアの多様な文化
に触れることができ、伝統的な食べ物、習慣を学びました。
マレーシアの伝統はマレー系、中華系、インド系のものから大きく構成されていてお互

いに影響をうけ暮らしているのだなと思った。学校の授業が終わると私はよく外に出歩い
ていました。
大きく文化が違うなと感じたのは道路の渡り方です。マレーシアには赤信号で渡る人が

多く、渡るタイミングがなかなかつかめず最初は困惑しました。押しボタン式の信号が壊
れているところもありました。現地の人を見ているうちに渡っていい時とダメな時がわか
るようになりました。最終的には何も考えずに渡ることができるようになり、この時、郷
に入れば郷に従えというのはこういうことなんだなと思いました。他にも大きく驚いたこ
とは、大きく発展しているところ、していないところの差が激しいと感じたところです。
クアラルンプール内を歩いているだけでもそれが感じられ、清潔な所は綺麗なのだが、荒
れているところは入るのが怖いくらい程だった。物乞いをしている人もおり、日本ではあ
まり見かけない貴重な体験だと思いました。

２週間のインターンシップと観光をしてみて感じたこと
私はベルジャヤ大学のオフィスワーカーとして働かせてもらいました。資料の整理、書

類のコピー、ファイリングなどをさせていただきました。
日本のような切羽詰まった残業がなく、定時になると皆仕事を終え、足早に帰ります。

私はそれを知らず、やっていた仕事が最後まで終わっていなかったため「残ってもいいで
すか？」と尋ねると「鍵が閉められないから帰ろう」と困られてしまいました。日本では
残業問題がありますが、海外では当たり前ではないのだと思いました。そのような部分に
も文化の違いを感じることができました。
また、マレーシアのスーパーで、床掃除をした後の床を従業員さんがスケートのように

滑っていたとこを見て、日本のスーパーだと不快な気持ちになり、問題になると思うけど、
マレーシアという国の人柄であるマイペースな一面が見え、逆に楽しそうに働いている姿
は、今の日本に欠けているところではないかと思いました。文化の違いは、留学でしか学
ぶことができないと感じました。
留学を経験し、英語が苦手でも留学に参加することはとても良いことだと思いました。

分からないなりにも、現地の人と関わることで、コミュニケーション能力や、困った時に
相手のコミュニケーション能力も借りつつ困難を乗り切り、判断力など、自分自身の人間
力が上がった気がしたからです。
また、一番変わったと思ったのは、日本についての考え方が一番変わったのではないか

と思いました。私はあんまり日本に興味を持っていなかったのですが、海外の文化を知っ
たり、マレーシアに住んでいる人と関わりながら観光しているうちに、初めて日本のすご
さを身近に痛感しました。知らないところでいろんな貢献を日本がしていることを知ると、
私も協力できる人間になりたいと感じました。

マレーシアで楽しみにしていたこと
マレーシア留学を選んだ理由の１つに、日本に市販されていないフルーツを食べるとい

う目的もありました。ランブータン、ドゥク、ドリアン、ジャックフルーツ、ウォーター
アップルなどなど日本で見かけることが少ないものをたくさん買って食べることができま
した。この中で私が一番おすすめなのがランブータンでした。見た目が独特でしたが、ラ
イチを濃くたような味で、食文化を知ることも留学の魅力ポイントの一つだと思います。
留学をする上でやりたいと思うものを見つけることは現地のことを知るうえで大事だと

思いました。
最後に私が一ヶ月間マレーシアに留学して思ったことは、移住したいと思うほどマレー

シアの人々はおおらかな国民性で魅力的だと感じました。
今回、の留学は日本にはない刺激的で有意義な一ヶ月間だったと思います。日本にいる

だけでは見つからないものがたくさんあると思います。皆さんも留学プログラムに積極的
に参加してはどうでしょうか？

MSさん



私は、英語がとても苦手でした。だからこそ、何とか人並
みの英語力を身につけたいと思ったことが今回の留学に参加
した大きな理由です。実際、英語を話すことが殆どできな
かったため、最初の数日で、早く日本に帰りたいと思いまし
た。
最初の２週間は、月曜日から金曜日まで、全て英語の授業

でした。わからないところも、英語で説明をされるので、よ
り混迷を極めました。
しかし、日本の授業と違うところは、グループワークが多

くあったことです。先生から質問され一人の生徒が答えると
いうのではなく、グループのメンバーと話しあってグループ
としての答えを出すので、わからないことや、他の人が何を
考えているのかを知ることができました。共同して学びを進
めていくところが、日本の教育よりも一歩先を行っていると
ころであると感じました。
国づくりは、人づくりである、ということを体感しました。

また、課外活動もしました。モノレールに乗って学外でグ
ループワークをすることは、日本では殆どありません。洋服
を売っている人に答えを聞いたりしましたが、親切な人が多
かったです。２週間の英語の授業を受けて、最初と比べて先
生の指示がわかるようになっていたので、成長したと思いま
した。
残りの２週間はインターンシップでした。私は、ベルジャ

ヤ大学のオフィスでした。主な業務は、プリント整理や、プ
リントの書き写しなどで、大学の寮のメンテナンスを手伝っ
たりもしました。最初はとても緊張しましたが、とても優し
い職員さんばかりでした。ミスもしましたが、一度も怒られ
ませんでした。
お昼御飯もほとんど一緒に食べました。様々な料理を食べ

ることができ、感謝しています。また、その時に英語で会話
をしましたが２週間が終わる頃には、問題なく会話ができて
いたと思います。２週間の英語の授業は、大変でしたが、２
週間のインターンシップはとても楽しかったです。
ベルジャヤ大学に留学をしている日本人の方とも仲良くな

ることができて、ご飯に一緒に行ったりしました。二人とも
英語が上手で、もっと勉強しないといけないと思いました。
また大切なことは、伝えようとすること、とにかく話してみ
ること大事だと思います。そういった意味では、単語力が最
後は英語力を決めると思いました。

留学をする意味は何か、様々な理由があると思います。語
学力を高めること、その国の文化を体感し、母国との違いを
知ることなどがその大きな理由になると思います。
英語を話せるようになりたいだけであれば、日本国内でもで
きます。そういったことから、留学をする本当の意味は、そ
の国の文化を知り、日本という国を外から客観的に見ること。
このことが一番大きいと思います。
マレーシアは主に３つの人種に分けられており、それぞれ、

マレー系、中華系、インド系に分けられます、言語も今まで
は、マレーシア語と英語だけであると思っていましたが、実
際は同じ人種同士であると、それぞれの言語で話します。
従って、職場の中でも言語が多様です。いきなり英語では

なくなるので、今まで何となくわかっていた会話が急にわか
らなくなり、焦ることもありました。マレーシアでは３つの
人種があるからこそ、英語という共通言語を話すことによっ
てお互いの意思疎通を図っており、英語の重要性を認識しま
した。これは、日本では体験することができないことです。

YAさん

また、１か月間をほかの大学生の人たちと過ごすことがで
きたことも自分自身のプラスになったと思っています。自分
と興味がある分野や、夢・目標が違っていても、それぞれの
ことを話すことは刺激になりました。出身や、大学の専攻が
違えば、人生観や価値観も違うことは当然ですが、違うなり
にも言葉にして話してみることは大切だと思います。複数で
他大学の学生さんと、一つの部屋で１か月を過ごすことに、
思わぬメリットがありました。
また、日本と違ってマレーシアは発展途上国ということも

あり、とても景気がいいということを肌で感じました。私た
ちは、失われた１０年２０年と言われていた時代に生まれた
こともあり、自分は本当の意味で景気がよいということがど
ういうことかわかりません。海外と比較検討することで、日
本の高度経済成長期というのは、凄い勢いで国が発展して
いったのだろうと予想ができました。

しかし一方で、街中にはお金がなく通行人に対して、物乞
いをする人が想像以上に多く、驚きました。中には、生後数
週間と思われるような赤ちゃんを抱きかかえた親子がおり、
その光景はいまだに忘れることができません。
生まれる国や、地域によってその人の人生が大きく変わると
いう現実を目の当たりにしました。今、私たちは、不自由な
く生活をすることができていますが、一方で明日の命が危ぶ
まれるような人がいることを忘れてはいけないと思います。
発展という名のもとに切り捨てられる命があってはいけない
と思いますが、現実にあるということを多くの人が知る必要
があると思います。
発展によって豊かになり、楽しくショッピングをする人。

貧しさから抜けることができない人。双方の姿を見ることが
できたことから、発展とは何か考えさせられました。建設中
のホテルやおオフィスビルも多く、１か月間でも建設が進ん
でいることがはっきりとわかりました。
マレーシア料理は、最初は口に合いませんでしたが、１か

月もいると問題なく食べることができるようになりました。
全体的に少し辛いですが、日本の辛いと海外の辛いは少しい
違うように感じました。外食をすることが多かったですが、
物価も日本の３分の１であり、ほかの国の料理も食べること
ができました。
アロー通りという屋台街にも行きましたが、とても大量の

人で賑わっていました。これから、発展していくなかでも消
えてほしくない光景だと思いました。勉強以外の時間は、滞
在しているホテルを出ることが多かったです。近くにはツ
ウィンタワーなどの人気の観光スポットもあり行きました。
夜に行きましたが、多くの観光客がおり写真を撮るのも簡単
ではありませんでした。また、バトゥ洞窟という有名なヒン
ドゥー教の洞窟にも行きました。あんなに大きな洞窟に入っ
たことは今までなく、また、猿がたくさんいたことが記憶に
残っています。
シンガポールにも日帰りで行きましたが、マレーシアとは

全く町並みが違いました。発展し終えて安定しているといっ
た感じでした。マーライオンなど日本人の間でも有名な観光
スポットには、多くの日本人がおり、あちこちから日本語が
聞こえました。道路を走っている車は、マレーシアと比べて
日本車が多かったと思います。また、金融都市といわれるだ
けあって、達国籍の銀行のオフィスビルが建っていました。
留学をすることで得られることは、言語力以外にもたくさ

んあります。また、様々な出会いもありとても充実していた
と思います。私は日記を毎日書いていましたが、日記を書い
て、その日にあった客観的な事実から、気づき、思ったこと
をすべて書くことは、後から見直した時に、心境の変化など
が確認できるのでよかったです。貴重な経験になったと思っ
ています。
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短期留学に参加した理由：
私には、これまで海外へ行ったことがなかったため単純に、日本を出てどこでもいいので海外に行ってみたいとい

う気持ちはあった。そして、学生の今でしかできないような体験をしてみたいと考えていた。その状況で友人にこの
短期留学に誘われたのだ。ただ、私はこの大学で約一年半中国語の講義を受けていたが、とても身についたとは言え
ないものだったので、言語についての不安が大きかった。さらに、費用もそれなりにかかるので、最初友人に声をか
けられた留学をするつもりはなかった。しかし、語学や文化は現地で学べるということ、中国語がわかる友人が一緒
だったということ、家族からの後押しもあったことから今回の参加を決意した。

語学研修・文化体験：
夕方に福岡空港を発った飛行機が中国へ到着したのは夜だった。その数時間後から早速講義が始まった。ホテル到

着は現地時間の午前３時だったため、眠い目を擦りながら受けた午前中の中国語の講義は、私たちと世代の近い若い
女性の先生が教えてくれた。タッチパネルを使いながら説明をしてくれたので分かり易く、英語訳だけではなく日本
語訳をしてくれていたことには驚いた。黒板よりも見やすい、このタッチパネル式スクリーンが日本にもあれば便利
だろうと感じた。
午後の文化体験は多種多様なものだった。食文化のムービーから、組み紐作りなど楽しんで学ぶことができた。組

み紐と切り絵は日本でも作って楽しめるものだったので、時間があったらやってみたいと思った。
授業で習った言葉をそのまま生活で使用出来る環境には、学ぶ意欲が湧いた。先生と友人に教えてもらいながら、

実際に食事を注文出来た時は、嬉しかった。言葉が通じない代わりに、シチュエーションやジェスチャーから大まか
な内容を推測出来るようにもなった。言語を学ばざるを得ない環境はプレッシャーもかかるが、自分の身のために
なったと思う。

異文化交流：
初日から２週間、私たちと一緒に行動してくれた大学生の「咲夜」さんは独学で日本語を学んでいるらしく、私を

含めた全員が彼に頼りっきりで、とてもお世話になった。「咲夜」さんをはじめとして、独学で多言語を学び、日常
会話をできるまでにしている中国の人たちはとても向上心が高い。スリランカの人と数人でランチに行ったときは、
日本人は英語を学校で何年間も学んでいるのに、どうして話せないのかという話題にもなった。日本では英語を使う
機会がほとんどないとはいえ、申し訳ないような恥ずかしいような気持ちを持った。そして私自身の他言語への興味
の無さを再確認させられた。
食事は全体的に味が濃く、特に学食の値段は安かった。予想していた程食べられないというわけではなかったので

安心したが、学食で注文した麻婆豆腐は辛かった。日本のピリ辛な麻婆豆腐は肉や野菜が入っているのに対して、中
国では豆腐と唐辛子がほとんどだった。

まとめ：
まったく言葉の通じない土地に行って、事前に中国語・英語の勉強をもっとやっておけばよかったと思ったことは

一度や二度ではない。しかし、平日の講義が終わった後の自由時間では、夜に全員で外食に行ったり部屋で話し込む
こともあった。たった２週間という短い期間だったので、私は「せっかくだから」と普段よりも積極的に動いていた
ように思う。それを日本でも続けて、「せっかくの」機会を逃さないようにしていきたい。

AFさん



私は夏休みを使って9月12日から25日までの二週間、中国に短期留学をした。わたしがこのプログラムに参
加しようと思ったのは、初めて行く国にいくときはやっぱり不安だ。でもこのプログラムでは、引率の先生も
いて仲間も一緒にいるからこそ、自分は今がチャンスだと思いこのプログラムに参加した。
学校では、会話の授業が一番楽しかった。英語で授業を受けながら、一生懸命日本語に直して理解して、か

つ中国語を覚える、両方とも母国語ではないのでとても新鮮で刺激的な授業だった。理解ができた時の達成感
は何とも言えなかった。
また休みの日には、大学の野球サークルにて交友関係を築いたり、中国で一番大きいといわれる遊園地に行っ
たり、古文化街に行って中国の伝統的なお土産を見て買ったりと、充実した休日を送った。
古文化街で、孫悟空のような格好をした人たちに写真を撮ろう！というジェスチャーをされたので、写真を

撮ってもらった。その直後お金を請求されて、驚いた。正直とてもいやな手口だなと思ったが、どうやらしゃ
べれない人や耳の聞こえない人だったようだ。また、賑やかな町の風景の中に、物乞いをする体の不自由な方
もいた。こんなにも栄えている中国でも、貧困はあるのだなと現実を知った忘れられない光景となった。
大学の野球サークルに参加したとき、驚いたのは日本語を喋れる学生が多かったことだ。その人たちに、

「なぜ日本語が上手に話せるの？」と聞いたところ、二つのパターンがあった。1つ目はこの大学の“日本語学
科の学生”であること。もうひとつは、独学で学んだという。中でも多かったのはなんと独学。独学で勉強をし
た学生は、日本のアニメや漫画をきっかけに勉強し、ほとんどの人は日常会話を難なく話せる人が多くいた。
私はそれを聞いて驚いたと同時に、悔しさや虚しさ、恥ずかしさを感じた。私たちはまともに中国語を話せな
いまま中国に留学をした。日本語がわかるからといってなんでも日本語で伝えて、通訳をしてもらいながらす
ごしていた。
でもこの学生たちと出会って、話せない自分が恥ずかしい、情けない、悔しいという気持ちでいっぱいにな

りました。また、ウエスレヤン大学の留学生はすごいと思った。みんな日常会話をある程度できるようになっ
ている。私たちはこのままじゃ外国人に負けてしまうとも思った。
この留学を通して、私はこれからの学生生活においてこの気持ちを忘れずに、卒業するときにはマルチリン

ガルになれるように、すごしていきたいと思う。
目指せ！マルチリンガル！！！

KOさん



私は夏休みに２週間中国の天津師範大学に短期留学に行ってきました。私にとっての初海外。中国はテレビなどではもちろん見たこと
はありましたが、どんなところなのか行くまでは全然知らなかったことが分かりました。
私は高校まで留学生と接する機会が殆どありませんでした。海外には少し興味はありましたが、実際に留学など簡単にできなかった事も
ありそこまで考えていませんでした。長崎ウエスレヤン大学に入学して沢山の留学生とかかわる機会が増えるようになり、留学生ともっと仲
良くなりたい、もっと喋りたい、もっと中国のことを知りたいと思うようになり、中国語を勉強するようになりました。
長崎ウエスレヤン大学の良いところの一つは、様々なところに留学できることです。また、留学生も沢山いるので語学も学ぶことができま
す。実際に習ったことを会話を通してさらに身に付きます。学んだことを、実際に使うことはとても大事なことだと改めて思いました。
日本の文化しか知らない私にとって中国は驚きや発見の毎日でした。その中の一つが「交通」です。車の運転の荒さには驚かされました。
とにかく車と自転車が多かったです。東京のスクランブル交差点のようでした。車の間を自転車が追い越すのを見て何度もヒヤッとしました。
気を付けなければいけなかった事は、横断歩道を渡ることです。日本と違い、赤信号でも右折だけはできるため、赤信号で車は来ないと
思っていると轢かれそうになります。信号機の横に待ち時間が書いてあり、中国人は待つことが嫌なのかなと思いました。またクラクションが
鳴り響いていることには驚きました。日本では考えられない光景でした。
中国に来て当たり前のですが、全てが漢字で書いてあることに感激しました。日本語が全くない環境にきて不思議な感じがし、中国に
来たのだという実感がわきました。中国での生活は驚きと発見の毎日でした。
ここはなんだろう？これはどうやって使うのか？この漢字は？・・・等、知らないことばかりでした。
自分たちで調べたり、相談したり、自分たちで考えて行動することがとても楽しかったです。
平日は午前中、中国語の授業があり、午後は文化体験をしました。土日は自由行動で繁華街に行ったりしました。
留学前、現地の人と会話ができるか、買い物の際に値段を聞いたり欲しいことを中国語で話せるかが不安でした。初めは緊張して指で
指したり首を振ったりして応答しました。しかしせっかく中国で中国語を使わないのはもったいないと思い、基本的な言葉を勉強して、実際
に使ってみました。自分の言葉が伝わった時はとても嬉しかったです。
発音が難しく初めは一回で聞き取ってもらえませんでしたが、一週間後には一回で聞き取ってもらえるようになりました。言葉が通じると
もっと自分から会話をしたいと思うようになりました。また、発音が早すぎて中国語を聞き取るのも苦労しました。中国語に慣れると聞き取
れる言葉が増え、値段を聞いていくらなのかを聞き取ることができるようになり、その他の言葉も少しわかるようになりました。
午後からは文化体験をしました。書道や切り絵、太極拳などをしました。特に切り絵は中国の伝統的なものだと知ることができました。
観光では万里の長城や天安門広場等に行きました。教科書で見た天安門広場を実際に目で見たときは、ここがあの場所かと思いまし
た。そのほかにもたくさんの中国の文化に触れることができました。
２週間中国に行って、改めて本当に中国に行ってよかったと強く感じます。異文化を知ることはとても良いことだなと改めて思いました。
異文化を知ることで日本の文化も知ることができました。それぞれの国に各文化があり、そこでしか味わえないものがあるということがわかり
ました。
人はいつどこでどのような出会いがあるかほんとに分からないなと思いました。その時がある日突然来るかもしれません。中国では様々な
体験をし、沢山の中国の人と出会うことができました。２週間の短期留学が終わり、空港で日本語のアナウンスが流れたときは、あっ、日
本語だと感動しました。また機会があれば参加したいです。２週間はとても短く感じましたがとても充実した時間でした。

MKさん



私は９月８日から２１日まで
中国研修に行ってきました。大
学へ入学してから中国語を勉強
し始めたので、自己紹介もろく
にできないレベルで挑んだので、
出発２日前までは好奇心より恐
怖心が勝っていました。
中国研修初日は引率の先生が

ついていてくれたので心配はあ
りませんでした。しかし、次の
日からは自分たちで行動しなけ
ればならなかったので、とても
心配でした。二日目から授業も
始まり、寮生活がスタート。休
日は自分たちで好きなことをす
るという感じです。

まず心配したのは、食事です。二日目の朝から寮で
の食事でした。見た目はとても美味しそうなのです
が、味はやはり日本と違いました。日に日に慣れて、
だんだんと美味しくなっていきました。
授業は中国語の授業です。中国語で授業が行われ

ました。たまに、英語が入ってきましたが、日本語
は一切なく、言語の壁というのが立ちはだかりまし
た。正直に言うと、何を言っているのかわからない
ので、授業になっていないのではと思っていました。
また、授業以外にも自由行動の際も全部中国語。本
当に、日本に帰りたかったです。
２日くらいたった日曜日に買い物に行くことにな

り、一人何か一つは買おうという目標を立てていき
ました。私も習った中国語やジェスチャーを必死に
使い、やっとの思いで購入することができました。
中国語も毎日聞いていくうちに、聞き取ることがで
きるようになってきました。また、授業では、先生
の質問に対して、中国語で答えることができていき、
レストランでご飯を食べたり、コンビニやデパート
などで買い物をしたりすることが楽しくなっていき
ました。ここで、言語を学ぶなら現地に行くのが一
番身につくのが早く、効率がいいと思いました。授
業のあとは、昼食をとり、中国の文化体験や観光地
へ行きました。文化体験は、切り絵や書道、太極拳、
地元の料理を作る体験などをしました。特に、太極

拳は難しく、また、中国といえばこれという感じ
だったのでとてもいい経験ができました。
観光では、天津タワーや観覧車、古文化街、郊外

にある万里の長城、天津にある大学、動物園が隣接
する水上公園、北京にも行き、天安門やその周辺を
探索しました。
特に、天津師範大学と万里の長城の大きさには圧

倒されました。天津師範大学は中国の中でも大きい
大学で、端から端まで歩いたら30分かかるほどでし
た。ここでは、日本語学科の人たちとの交流ができ、
彼らと中国と日本のことについて語り合い、その中
から学ぶことがたくさんありました。
また、万里の長城は急な上り坂と下り坂が多くて、

初めは笑顔だった私たちも中盤に差し掛かるころに
は、みんなきつそうな顔に変わっていました。私た
ちは下りだけでしたが、１時間以上歩いていました。
私も体力には自信がありましたが、とてもきつくて、
それから３日間筋肉痛が続きました。
観光地に行くのに、たくさんの交通機関を使いま

した。中国は交通の便がとてもよく、最近できた新
幹線は時速300キロだったり、バスはどこに行くに
も２元（日本円で３６円）で行けたりと、とても便
利でした。
このように中国のことについてたくさん勉強しま

したが、自由時間があったから最後まで楽しむこと
ができたのかなとも思います。留学生寮の学生との
交流や、一緒にいったみんなと買い物したり、中国
語を勉強したり、夜遅くまで遊んだりと、毎日楽し
かったです。行ってみなければわからないことも多
くあります。イメージと違うことがたくさんありま
す。中国は空気が汚いとか、食事かやばそう、危険
そうと思っている人。ぜひ一度その目で見てみてく
ださい。中国語がわからない。そういう人もぜひ
行ってみてください。特に中国は歴史が古いので、
いろいろ学ぶことが多いと思います。中国、おすす
めの国です。

DUさん
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私は今回初めて中国への短期留学に行きました。申し
込んだきっかけは、中国語を習い始めて中国語が好き
になったこと、実際の中国を見てみたかったからです。
初日、福岡空港国際線から大連を経由し、中国国内線

で天津へと飛行機で行きました。飛行機に乗って中国
国内の大連に入り最初に感じたことは上空から見た空
気の違いでした。日本の上空から見た空はとてもきれ
いなスカイブルーでした。しかし、中国の上空から見
た空は曇って見えました。今日は曇りの天気だと思っ
ていましたが、もう少し下に降りると晴れていました。
工場の煙などで空気が汚れて曇って見えたことに驚き
ました。時差は-１時間でした。
天津師範大学の先生が天津空港で歓迎してくれました。

空港から車で１時間ほどで大学の寮に到着しました。
この時は時間はすでに８時過ぎていたので寮の食堂は
閉まっていたので、お店で食事をしました。よくわか
らないままに胡先生が料理を注文してくれました。取
り皿が最初に出てきましたが、日本のおもてなしの心
での食器の出され方ではなく、ブーメランを飛ばすよ
うに投げてきました。それにその食器はすこし汚れて
いました。引率の胡先生に、ティッシュをいつも持ち
歩いてお皿をふかないといけないといわれてコップと
お皿をふきました。料理は肉料理と野菜が多く、香辛
料も強いと感じました。クラゲをつかった料理があり、
クラゲのプ二プ二した食感を味わうことができました。
寮の部屋はとても綺麗でした。ベッドもとてもきれい

でホテルのような一室だなと思いました。勉強する机
もちゃんとあって嬉しかったです。初めてのお風呂は、
シャワーの出し方がわからず、ルームメイトと苦労し
て出す場所を探しました。ピンを持ち上げると出るタ
イプでしたが、違うところを何回も押して、壊したり
直したりして３０分くらいでようやく入ることができ
ました。寮でのトイレはとても綺麗でしたが、トイ
レットペーパーのごみはごみ箱に捨てるというやり方
でした。
土日はショッピングアーケードや遊園地に行きました。

移動は地下鉄を利用しました。切符が紙ではなく緑色
のプラスチックのコインで、コインをタッチしたら扉
が開くというものでした。一番驚いたのは、地下鉄に
乗るためにX線により荷物検査があったことでした。少
し面倒くさかったです。バスにも乗りました。バスは
どこまで行っても同じ路線だったらずっと同じ金額で
した。ですが、バスによって値段が違いました。詳し
くはよく覚えていませんが、冷房のある一段バスが２
元、冷房のない一段バスが１.５元、冷房のある二段バ
スが３元でした。いずれもとても安いと思いました。
日本には二段バスがなかなかないので、上から道路を
見下ろせ楽しかったです。
ショッピングモールは、中国的なものよりも日本や他

の海外の製品を売っているという感じでした。なかで
も日本の製品はよく売れており、赤ちゃんのミルクや、
紙おむつを大量購入する人を多く見かけました。
コンビニにもさまざまな国の製品や食品が売ってあっ

て日本とは全然違う安さで売っていました。また韓国
の化粧品や、中国製の服なども多く売ってありました。
私もお店の人にサイズをはかってもらって１４０セン
チメートルのパンダのTシャツを買いました。
遊園地は「水城公園」という遊園地と動物園が合体し

た公園に行きました。合体しているところはあまり見
ないので、新鮮でした。遊園地には日本のスペース
ワールドにあるような乗り物がたくさんありました。
動物園ではパンダを見ることができて、本物のパンダ

のかわいさを知ることができました。
いろいろな文化体験もしました。餃子の作り方、本格

的な切り絵や、習字、太極拳の見学などの内容でした。
餃子は、自分たちで作った分と寮のシェフが作ったも
のと両方食べましたが両方ともとても美味しかったで
す。切り絵は絵の描き方や切り方が難しいのもあり、
失敗作がいくつもできました。パンダや中国のキャラ
クターを作ることができて嬉しかったです。書道は筆
使いが日本と異なっていて文化の違いを感じました。
先生の書は細い字なのにとてもきれいで中国はやっぱ
り違うなと思いました。
校外学習では、いろいろな場所に行きました。万里の

長城では、段差が異なり長すぎる階段を永遠と登った
りしました。疲れてきた途中でみんなで食べたアイス
はとても美味しく感じました。敵から守るためにとて
も高い壁を機械なしに作った昔の庶民はとても大変
だったと思いを馳せながらアイスを食べました。そし
てせっかくの万里の頂上でしたが、下りの途中で足を
怪我し、今でも病院通いをしています。次の日、全身
の筋肉痛になったのも覚えています。
古文化街では、昔の中国人の貴族が使っていた物の

イミテーションや中国服や、色々なブレスレットや時
計などが売られていました。最も中国らしい物や風景
が見られるところで、一気に惹き込まれました。店の
人たちは、丁寧にわかりやすく商品の説明をしてくれ
たところもあり、一方で言葉がわからないのを利用し
て色々売られそうになるところもありました。
観覧車や、遊覧船にも乗りました。観覧車は乗るため
にペットボトルの中身を全部捨てないといけないこと
にビックリしました。天津市内の中心にあり、天津全
体が見えてとても綺麗でした。遊覧船は、一時間かけ
て往復しました。途中に漢字の柱があったり、ライト
アップがされ、とてもきれいでした。船の中もとても
きれいで、のんびりと街を眺めることができました。
交通などの環境のことでもたくさん違いを感じること

ができました。交通は、車が優先で自分たちが横断歩
道を渡ろうとした時も、普通に右折してきたりしてひ
かれそうになったのを覚えています。
長崎の空気は、とても良いことを実感しました。天津
ではマスクをしてはいましたが、小さなごみを吸い込
みすぎて帰ってからも鼻炎が止まらなくなりました。
ほかにも道路に食べ物のかすや、ガムがへばりついて
いたりしていて靴がべたべたしたりした時もありまし
た。掃除する人や警備員も携帯を触ったりしていて全
然仕事をしていなかったのも驚いたし、仕事観の違い
かなと思いました。
今回中国に行って、文化や物の価値の違い、空気の違

い、交通状況の違い、接客態度などを知ることができ
ました。ネットだけではなく、実際に行ってみないと
体験できないことだと思います。色々ありましたが、
また機会があればいつか中国に旅行できたらいいなと
思っています。

RMさん
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はじめに
私は、韓国のソウルにある仁徳大学に半年間交換留学に行かせていただきました。2月22日の留学出発

日には沢山の友達が見送りに来てくれ、韓国に行くことができました。
韓国の仁川空港で出迎えてくれた人は日本語の通じない学生支援課のスタッフの方でした。最初は戸惑
いながら携帯の翻訳機や片言の韓国語、英語で会話してなんとか大学まで辿り着くことができました。
学生支援課では、事務委員の方が出迎えてくださり、今後の授業や寮のことなどを説明してくださっ

たのですが、韓国語が全く理解できない状態でした。この時、一緒に留学に行った２年生の山本怜旺く
んと２人であと半年間留学を乗り越えていけるだろうか、不安を共有して２人で頑張っていこうと話し
たことを思い出します。

留学に行って挑戦したこと、頑張ったこと
韓国に留学に行って、頑張ったことは勉強と他者とのコミュニケーションです。韓国語が全く分から

ずに留学に行った私は、字も読めずお店に行っても何もわからない状態でした。そのため、毎日の韓国
語の語学学習はもちろん、留学先で出来た友達やお店の定員さんなどに自ら声をかけに行き、語学を覚
えようと頑張りました。その甲斐があり、留学が終わるときには簡単な日常会話をマスターすることが
できました。
留学で挑戦したことは、５月に行われた球技大会に観光学科として出場したことです。大会はバスケ、

サッカーの２種類で私は、バスケに出場しました。結果は一回戦負けでした。しかし、毎日の練習や練
習試合に参加し、日本人１人だけだった私を仲間に入れてくれて、韓国語の分からない私にやさしい単
語で話しかけてくれたりしました。

留学に行って成長したこと
韓国に交換留学に行って成長したことは、言葉使いや礼儀など留学前に出来なかったことが出来るよ

うになったと思います。言葉の通じない国で目上の方と喋るときの尊敬語、謙譲語など、日本でいつも
のように外国語で話すことはとても難しく、外国語を勉強しながら日本語も更に学ぶことが出来ました。
他にも、交換留学生の授業で文化を学びに観光地へ行き、韓国の伝統衣装のチマチョゴリを着たり、

韓国料理を作ったりと外国文化を学ぶことが出来て、日本とは違う文化や考え方があることを学び、考
え方が大きくなりました。

終わりに
留学中に、日本にいる時よりも人と会話することや積極的に勉強に励むようになりました。韓国人の

友達が沢山出来て、韓国に行く時は連絡をしたり、連絡をくれたりします。留学に行って、日本であま
りしなかったことを積極的に取り組めるようになり、交換留学に行ってよかったと思っています。
そして、長崎ウエスレヤン大学に戻って、観光学先行全国大会にて韓国人向け長崎観光について、研

究し発表を行いました。その他にも、南島原市で韓国人修学旅行生や青少年団の旅行客の通訳事業など
にも積極的に参加して、自分の韓国語向上に向け頑張っています。これから、留学を活かして韓国語能
力試験や就職を頑張りたいと考えています。

YYさん
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私はタイに留学させてもらい日本の常識や文化が通用しなかったり、逆に日本人のきっちりとした常識やルールは
本当に大切だと感じさせられたり、いろんな経験の中で、自分を見つめ、考え直し、駄目な自分を変えていかなけれ
ばいけないと思うことが多くありました。タイの生活で学び、私がどう変わっていくかを書いていきます.
突然ですが、タイは世界で2番目に飲酒運転などの交通事故で亡くなる人が多い国です。２０１７年の４月だけの死

亡者数で約１４００人、計算すると毎日約４５人前後の人が交通事故で亡くなっていることになります。タイでは対
策としてお酒の値段を高くしたりしていますが、なかなか事故の件数が減らないということが現実です。
私のタイの大学の友人も夜遅くまでお酒を飲み、飲酒運転で亡くなってしまいました。後日、その子の両親が学校

を訪れた時に、偶然にも大学関係者とその子の両親がその事故について話しているところを目にしたのですが、胸が
苦しくなり到底見続ける事が出来ない光景でした。
私は大学生の時に両親や兄から再三、飲酒運転やヘルメットのホックをしっかり閉めるように言われ、面倒に思っ

ていました。家族やご指導くださった先生たちや周りの方たちは、私を心配してくださっていたと気付かされました。
今まで人の愛情や感謝しない時期がありましたが、今は「感謝する気持ち」や「愛情を与えてもらった」という気

持ちで一杯です。今までは与えてもらうばかりだったので、その方たちが生きているうちにまたこれから出会ってい
く方たちに返し与えられる人間になれるようにしっかりと自立して生きていきます。
留学生活上で欠かせないのが、洗濯や掃除です。23年間、全て他人任せだった私は、洗濯や掃除がここまで大変と

は思いませんでした。「やらなければ溜まり、やれば溜まらない」と考え、面倒くさいことに慣れるとこなせるよう
になりました。食事ですが、キッチンが無く自炊は出来ません。また自炊の方が費用が高くなるため、コンビニや屋
台、レストランで済ませます。日本にいるより裕福な生活を送っています。
毎日朝早くから起きて弁当と御飯を文句一ついわず、当たり前のようにとても美味しく作ってくれた母に感謝し尊

敬をしています。
もし私が自炊をするとなれば、作れるおかずがない、仕事で疲れて出来ない等の理由をつけてやらないと思います。

これから作れる料理を増やし、洗濯や部屋の掃除の仕方や節約料理の方法を母などから教わりたいと思いました。帰
国後、母に弟子入りし、自分で自炊や洗濯、掃除、身の回りのことが出来るようになり、そして将来はイクメンパパ
になりたいと思います。
またタイの大学長のDr.KASOM CHANAWONGSEにたびたび晩御飯をご馳走になりました。Drカソム教授と食事を

ご一緒することは非常にありがたく恵まれた事であり、すごく貴重な体験をさせてもらっています。このような体験
が出来るのは、長崎ウエスレヤン大学の先生方や南川恵先生、タイの方たちのお蔭様ということ忘れずに、また私が
お蔭様と思う人達に恩を仇で返すことを絶対にしないように責任感をもって生活していきたいと思います。
タイに来ては物事を様々な角度から見るようになりました。6ヶ月が経ち、日本の常識が、通用しないことが多々あ

り「非常識な日本人だ」と思われることがあると学びました。
また私はタイ国に住まわさせてもらっている身分です。「郷に入れば郷に従え」という日本の言葉があるよう、タ

イの文化に従わなければいけません。「日本の文化では間違っていると思うことでも、住まわせてもらっているので
従わなければならないことがある」ということと私の常識などタイ人や外国人からするとただのその人の性格・人柄
に過ぎないことを学ばさせてもらいました。
また日本人はアニメや車のメーカーや電化製品や日本のスポーツ・文化がタイや外国ではとても人気があると実感

することが多くあります。注目されている日本人として、謙虚に人のために生きていきます。今までは周りに流され、
出来ることからも理由をつけて逃げてきた23年間だと思いました。今後、後悔のない人生を歩んでいくために信頼で
きる大人の言うことでも最後は自分で決めて自分の意思に責任を持ち生きていきたいです。タイに来て日本では出来
ない経験をさせてもらっているので日本でも活用できることを見付けられるよう、残りの約５ヶ月で勉強してきます。

FSさん



私はこの長崎ウエスレヤン大学に入学してから、3回にわたってカンボジアでのスタディツアーに参加して
きました。このツアーの目的は、ボランティア活動を通して現地の人たちと交流を深め、カンボジアで起こっ
た歴史などを学び、途上国の現状や貧困、平和について考えることです。
1年生の時、将来は海外で働きたいと考え、大学生のうちに海外経験をしておきたいと思っていたことから、

夏期休暇に実施されるこのカンボジアスタディツアーへの参加を決めました。
カンボジアは東南アジアのインドシナ半島に位置する、ベトナム、ラオス、タイと国境を接している国です。

一年中気温は暖かく、季節は雨季と乾季があります。世界遺産のアンコールワットがあることから、世界中か
らの観光客は多く、首都のプノンペンでは建物も増え、経済成長が進んできています。カンボジアの人々はみ
んな明るく、活気に溢れています。しかし、このカンボジアには内戦と虐殺という悲惨な歴史の傷跡が残され
ています。
1970年、ベトナム戦争が激化する中、カンボジアは反米派と親米派に分かれ、巻き込まれるような形で内

戦が起こりました。1975年、ポルポト政権樹立後、知識人を対象とした大量虐殺が行われ、およそ300万人
の罪のない人々が殺されたと言われています。今でも内戦時に埋められた地雷が、推定400万～600万個残っ
ています。私たちは、虐殺が行われたキリングフィールドや、トゥールスレン収容所に行きました。目を背け
たくなるような絵や写真を見て、当時の状況を学びました。私たちと一緒にツアーに参加してくださっている
現地の人たちの中には、元兵士だった人や、家族が殺された人もいました。とても明るく振る舞っているけど、
悲惨な体験をしてきた人々がたくさんいることを知りました。現代を生きる私たちは、このような世界中にあ
る悲惨な歴史にしっかりと目を向け、2度と同じことを繰り返さないため、亡くなった犠牲者の人々のために、
「学ぶ」ということがとても大切だと思いました。
私たちのボランティア活動の主な場所は、カンボジアの孤児院でした。孤児院では、家庭の経済的な理由な

どから、親と一緒に生活ができない子どもたちが暮らしています。私たちは孤児院で、日本から集めて持って
きた衣類を配ったり、建物のペンキ塗りをしたり、料理を作るなどの活動を行ってきました。子どもたちはみ
んな逞しく、明るく、とても元気でした。子どもたちから学ばされることも多くありました。私は今年の夏期
休暇のツアーでは、三度目の参加になり、他の参加者とは別行動をとり、孤児院にインターンシップをしてき
ました。
主な活動は農作業の手伝いや、日本語の授業を行うことでした。言語によるコミュニケーションが難しい場

で、日本語を教えることは本当に大変でした。特に、カンボジアのクメール語にはない発音があるので、伝え
るのにも、覚えてもらうのも苦労しました。
子どもたちはみんな勉強することに対して嫌がらず、むしろ積極的に質問をしてくれたり、覚えた言葉をす

ぐ使ったりなど、日本の子どもたちの勉強することに対する意識の違いを見つけました。教える側は大変だっ
たけど、それ以上にやって良かったという達成感や充実感を得ることができました。
日本語教育について関心を持ち、大学でもっと日本語教育について学びたいと思いました。また、日本語を一
方的に教えるだけでなく、子どもたちや、孤児院で暮らす大学生たちから、カンボジアの言語であるクメール
語を教えてもらいました。
クメール語は文法が英語や中国語と似ていて、単語を覚えれば少し話せるようになりましたが、発音が非常

に難かしく、なかなか覚えられませんでした。私も日本語を勉強する子どもたちのように、積極的に質問した
り、覚えた言葉を生活の中で使うようにしました。私と子どもたちの間で、お互いに学び合う良い関係が生ま
れ、最後には日常会話を少し習得することができました。孤児院でのインターンシップは短い時間だったけど、
毎日多くのことを学び、体験し、とても充実した時間でした。
これまでのカンボジアスタディツアーに参加してきて、今までの自分の中で最も変わったものは、「学ぶ」

ことに対する意識です。世界で起こってきた悲惨な歴史や、今でも貧困や戦争で苦しんでいる多くの人々、日
本という恵まれた環境に生まれた私たちは、この現状を知らなければいけません。狭い価値観や固定概念にと
らわれず、多くの視点から物事を知り、考え、学んでいくことが重要であると、私はこれまでのカンボジアで
の経験で気付きました。

TAさん

カンボジア地雷撤去の現場を視察地雷原で暮ら
す人々がいることを知り、地雷原で走り回る子ど
もを目の当たりにし、困惑していた学生たち。



８月１６日から３０日までの２週間、カンボジアスタディツアーに参加した。
カンボジアには悲惨な歴史がある。カンボジア内戦でロン・ノル政権が破れ、ポル・ポト政権へと代わってから

悲劇が始まった。まずポル・ポトは都市部にいた人々を、農業に従事させるため農村部へと追いやった。さらに、
“知識は人々の間に格差をもたらす”、“国を指導するもの以外の知識人は不要である”とし、医者や教師、学生など
の知識人をトラックへ乗せ収容所へと送った。海外へ行ったことがある者、眼鏡をかけている者など、知識がある
と思われた者は、次々と殺されていった。虐殺のほかにも干ばつ、飢餓、疫病などで亡くなった人の数は３００万
人くらいとされている。
現在のカンボジアにも戦争の爪痕が残されている。教育面では、過去に知識人が大量虐殺にあったことが影響し

教員不足に陥っている、学校に行きたくてもお金がなくて行けない、勉強をしたくても親の仕事を手伝わなければ
ならない子供たちがいる、ノートや鉛筆が買えないなど様々な課題が残されている。その他にも、物乞いをする人、
ゴミの中で生活する人、所得が低く生活に苦しんでいる人、地雷の撤去なども今後の大きな課題となっている。
カンボジアではホーム１、ホーム２と呼ばれる孤児施設での活動を行った。孤児施設と聞くと、親がいない、親

と離れて生活しなければならないというイメージがあり、子供たちはどんな表情で私たちを迎えてくれるのかとて
も不安だった。孤児施設に到着すると、たくさんの子供たちが全力の笑顔で、私たちが乗っているバスに駆け寄っ
てきてくれた。荷物を運ぶ時も率先して手伝ってくれた。言葉が通じなくても、英語を使って一生懸命コミュニ
ケーションをとろうとしてくれた。みんなとても人懐っこく、本学の学生も、一緒にツアーに参加した福岡女学院
の学生たちも、すぐに打ち解け仲良くなった。何事にも一生懸命で、日本語を教わるのも、料理を手伝うのも、遊
ぶのも、走り回るのも、常に全力な子供たちを尊敬した。つまずいて転んでも、壁に頭をぶつけても、涙を流すこ
となく、すぐに元気になり、また走り回って楽しんでいる子供たちを見て、私たち日本人より何倍もパワーがあり、
強いと感心した。“学校に行きたくても行けない”と聞いていたが、私たちより堂々と英語を話していたことにも驚
いた。覚えたての日本語も忘れないようにたくさん使ってくれた。子供たちのために用意した折り紙やミサンガな
どは、私たちよりも器用に作っていた。活動を通して子供たちに日本の文化や言葉などを学んでもらえたら、と
思っていたが、私たちのほうが子供たちから教えてもらうことが多かった。
このツアーでは楽しいことばかりではなく、戦争による悲惨な出来事や、悲しい歴史も学んだ。数多くの地雷が

埋められている地雷原に行った時は、とても緊張した。一歩間違えて足を踏み入れたら、大事故につながると想像
しただけでも怖かった。実際に地雷が爆発する様子も見ることができた。物凄い衝撃と爆音が響き渡り、地雷の恐
ろしさを改めて感じることができた。地雷の撤去活動をしている人の中には、女性や実際に地雷による被害にあっ
た人もいた。危険と隣り合わせだと知っていても、誰かが被害にあわないように活動している人を見て、私にはと
ても真似できないと感じた。地雷撤去は決して楽しい作業ではない。でも、被害が拡大しないように、また誰かが
被害にあって苦しまなくていいように活動を続ける人たちを見て、本当に強くて逞しいと感じた。
地雷原だけでなく、トゥールスレンやキリングフィールドにも行った。トゥールスレンはS-21という名もあり、

何人もの人々が拷問を受け、処刑された場所である。高校の校舎を転用して作られた監獄で、部屋の中を見ると１
つのベッドが置かれている。ただそれだけを見ると何があった部屋なのか分からないが、壁にかけられている写真
には拷問を受け遺体となって発見された人が写っていた。あまりにも衝撃が強すぎて、きちんと見ることはできな
かった。他にも、拷問に使われた道具、犠牲者の写真、看守となった子供、拷問の様子が描かれたイラストなどが
あり、本当に虐殺が行われていたのだと思い知らされた。同じ人間として、なぜこれだけたくさんの罪のない人々
を殺すことができたのかと怒りと悲しみを感じた。キリングフィールドには慰霊塔があり、犠牲となった人々の遺
骨が安置されていた。中に入り遺骨を見ることができたが、あまりの息苦しさに早く外へ出たいと思った。約３０
年前にはたくさんお人々が苦しみ亡くなった場所だが、今では豊かな自然が広がっており、とても過去にあった悲
惨な出来事が事実だとは感じられなかった。
この２週間で本当にたくさんのことを学ぶことができた。カンボジアに行ったことで戦争の恐ろしさを感じるこ

とができた。同じことが２度と繰り返されないよう、もっと多くの人が悲惨な歴史があったという事実を学び、忘
れないようにしなければならないと思った。その一方で、カンボジアの人々の優しさ、強さ、逞しさも感じてほし
いと思った。子供たちの笑顔がこれからもずっと見られるように私にできることを探し行動していきたい。またカ
ンボジアに行きたいと心から感じたし、行ったことがない人は一度でもいいから行ってもらいたい。このツアーに
参加できて本当に良かった。

ESさん

ポルポト政権による大虐殺。この時代に、医師や教師な
ど多くの知識人を含む200～300万人が犠牲となりま
した。カンボジアの復興が遅れた原因の一つとされてい
る。外国に足を踏み入れるのであれば、その国の歴史を
知ることも大事だと実感。



フィリピン☆アウトリーチプログラム
小学校へノート、鉛筆、鞄などを寄付します

フィリピン・バギオ市民の主な交通手段である
ジプニ－（乗り合いバス）日本ではありえませ
んが、荷台部分にお客さんは乗ります！



Acknowledgements:

Background illustrations referenced from freepik.com. URL: https://www.freepik.com/free-photos-vectors/brochure

Travel quotes and illustrations referenced from grassrouteadventures.com article “25 travel quotes to inspire you to study 
abroad”  URL:  http://grassrouteadventures.com/25-travel-quotes-inspire-study-abroad/

〒854-0082
長崎県諫早市西栄田町1212-1
TEL： 0957-26-1234

URL： http://www.wesleyan.ac.jp/

鎮西学院大学


